
「命の樹
き

」

（前略）親と子と孫と祖父母と、ご祖先とは、愛において一つに連なった「命の樹
き

」

のようなものである。（中略）古いご祖先は根っこにあたり、若い子供や孫は枝葉や

果実に当たる。その果実が立派になるためには根を大切にして、よい養分を与える

ことが大切だ。植物の養分なら適当な肥料をあげるとよいが、人間の「命の樹」で

は、愛念やお経（真理の言葉）が心の肥料である。だから仏壇や神棚などにたいして、

毎日お経を誦
あ

げ、線香やお花などをお供えするのはとても良いことで、こうして「命

の樹」が栄え、良い果実（子供や仕事などの成果）が実ることになる。（後略）

谷口清超先生著『美しい国と人のために』94 頁

お問い合わせ : 生長の家千葉県教化部　千葉市中央区登戸 3-5-1　TEL 043(241)0843

◆◆ 日 時 ： 令和８年８月８日 ( 土 )　10:00 ～ 12:00
◆◆ 会 場 ： 生長の家千葉県教化部 大拝殿

◆◆ 持ち物 ： 聖経 『甘露の法雨』、 聖経 『天使の言葉』

※ zoom による配信も行います。

［ﾐｰﾃｨﾝｸ I゙D ： 851 7046 5395 ／ﾊﾟｽｺｰﾄﾞ ： 0531］

報恩感謝のまことをささげましょう
。

感謝祭

ご先祖様にまごころの霊牌供養によって

大先祖供養

大地は神様　根は先祖　幹は両親　子孫は枝葉大地は神様　根は先祖　幹は両親　子孫は枝葉

枝葉に花咲きよき果を結ぶは　親に孝養　先祖に供養枝葉に花咲きよき果を結ぶは　親に孝養　先祖に供養

〈 霊牌提出について 〉

霊牌は奉納金を添えて、各組織の事務局に

ご提出いただきますよう、ご協力の程よろ

しくお願い致します。

郵便でご送付いただく場合、奉納金は現金

書留か、各組織の口座にお振り込み下さい。

尚、当日ご提出いただくことも可能です。皆様から奉納された霊牌を丁寧に招霊して、
心を込めて『聖経　甘露の法雨』を読誦します。
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お
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書
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と
き
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真
心
を
込
め
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魂
の
向
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を
願
っ
て
お
書
き
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だ
さ
い
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化
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先
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で
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守
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。
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、
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流
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児

多多くくののごご先先祖祖様様のの霊霊牌牌ををままごごこころろ込込めめてて書書ききままししょょうう!!
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ここ
れれ
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一一
つつ
のの
生生
れれ
変変
りり
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と
書
き
、
名
前
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

親
族
・
縁
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供
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も
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な
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よ
う
に
三
十
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上
書
い
て
、


